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一般社団法人SINKa概要

2006年4月福岡を拠点に九州・全国での社会起業家創出支援ネットワーク設立を母体とし
て、NPO等活動団体支援、人材育成・教育事業、企業の社会貢献・CSV・SB事業、事業型
NPO育成事業、各種セミナーやフォーラム開催等の事業を通じて、「人・事業・組織」を創
り出し、社会を豊かにする取り組みを展開。
公設民営センター（1施設）の運営を担い、県内外団体の伴走支援を行う。
福岡県朝倉郡東峰村での地方創生、中山間地域再生支援。

※「参加者評価型ビジネス・プレゼンテーション」15年間月一回開催し、「安心・
共感・信頼」を醸成し、「社会性・事業性・革新性・伝える力」を向上させる取り
組みを実践。

（事業実績 休眠預金事業を除く）
令和２年度 東峰村観光振興懇談会開催運営業務（東峰村）

農山漁村魅力発信事業業務（福岡県）
福岡県NPO・ボランティアセンター運営業務（福岡県）
遠賀町起業支援施設運営・起業支援事業業務
（遠賀町起業支援協議会）
など１８事業を展開

令和元年度 棚田景観保全プロジェクト運営法人設立業務（東峰村）
棚田景観保全プロジェクト農産加工品開発・販売促進業務（東峰村）
棚田景観保全プロジェクト施設運営スタッフスキルアップ研修業務
（東峰村）
棚田景観保全プロジェクト地域おこし協力隊業務研修事業（東峰村）
など２０事業を展開
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福岡子ども若者、困窮者応援
笑顔創造事業
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いま動くしかない！居場所と出番づくり

事業概要
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事業概要（事業内容と目標）
新型コロナウイルス感染拡大

子ども若者、困難を抱える方への支援活

動が届かず、つながりや居場所の喪失に

より、経済的・精神的困窮が進行。

活動の中止・規模縮小・オンライン格

差の広がり・コミュニティーの希薄化。

コロナ禍で影響を受けている子ども若者、困難を有する方の生活困窮、学習格差、

社会的孤立に対して、テーマ別に居場所・交流の場を提供する。

事業実施一年後の目標とする状態

■ 福岡県(九州)において、社会的孤立を防ぐための居場所づくりによる食支援、学
習支援等の実施。福岡の明日を創る！子ども若者、困窮者の居場所・出番をつくる
運営協議会の継続と九州への展開。

■ひとり親世帯や経済的困窮家庭500世帯1,000名の子どもの心の貧困が解消、学習
機会を継続確保。

■困難を抱える方100名に対するふれあい・交流、コミュニティ構築を通じた人が
繋がる居場所と出番づくりを創出し、やりがいと希望を持って生活できる社会の実
現のスタートアップ。

■コミュニティビジネスへの展開

現状

事業

結果(目標)



１．事業名

「福岡子ども若者、困窮者応援笑顔創造事業」
～いま動くしかない！居場所と出番づくり～

２．助成期間 2022年2月まで

３．1団体当たりの助成金額（上限および目安）

300万円～1,500万円

４．助成金額総額 30,000千円

５．採択予定団体数 3～5団体
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当初の公募予定



審査等スケジュール

・2021年3月19日 契約
・4月 8日 公募についてHP公開
公募期間 4月19日～5月6日（18日間）

・4月14日 公募説明会（24団体31名参加）
4月21日 〃 （24団体25名参加）

・5月14日 一次審査ヒアリング
・5月17日 〃
・6月 4日 二次審査審査会（ヒアリング）

・6月14日 実行団体内定のお知らせ
・7月20日 福岡の明日を創る！子ども若者・

困窮者の居場所・出番をつくる
推進協議会の開催

・8月 3日 SINKaと実行団体の活動を紹介する
Facebookページ「九州ふくおかの
明日を創る！子ども若者・困窮者の
居場所・出番をつくる推進協議会」
立ち上げ
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活動内容はHP、Facebookページ
に掲載



審査手順

・申請団体 22団体

（１）当初手続き案
・全ての団体に対し審査会にてヒアリング・採点評価を行い一発決定。

（審査項目 ガバナンス・コンプライアンス、事業の妥当性、実行可能性、継続性、革新性、波及効果、

連携と対話、SINKa事業としての整合性）

（２）改定した手続き
・全ての団体に対して要件確認と「事務局ヒアリング・評価(一次審査)」で内容確認。
要件を満たさない団体等整理 22団体→16団体に絞り込む。

・一次審査の結果をまとめた資料を作成し、二次審査として審査員に配布、説明、
採点評価。
採点結果に基づき 16団体→12団体に絞り込む。

・審査会で（12団体の）二次審査(プレゼンテーション評価)を行い、審査会メンバー
で書類+人(推進する人)の本気度を測る。

・審査会より意見が多く出され、委員長から事務局で再調整を求められ調整して決定。

①22団体のヒアリングを一度に行うのは無理だなぁ。

協力して頂いた皆さんのおかげです。有難うございました。

8

②「顔を見る」「本人から話を聞いて決定」することに労力を掛けて慎重に判断しよう。
申請書だけでなくプレゼンしてもらうことで「ニュアンスが違う」の発見もある。



一次審査

（１）要件確認
実行団体としての活動が見込まれるかどうか。
実績の有無、協力団体含めた実行体制など

（確認結果）
・80％以上外注や委託でほとんど活動しない計画
・ほぼ機械の導入のみの計画（導入後は違う団体が運営するとか）

・ほぼソフト開発のみの計画（営利活動のための開発費にしたいとか）

・タブレットを購入するのみ（実施は他団体）

・居場所づくりがテーマの事業なのに「環境保全を推進したい」と
いう計画になっている。

といった事業計画が散見された。

（２）審査表の試運転
審査員審査に用いる審査表を用いて、審査してみる。
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採点表

採点

1

ガバナンス・コンプライアンス
包括的支援プログラムに示す事業を適確かつ公正に実施できるガバナンス・コンプライアン

ス体制等を備えているか。
10

事業の妥当性

事業対象となる社会課題について、問題構造の把握が十分に行われており、事業対象グルー

プ、事業設計、事業計画（課題の設定、目的、事業内容）が解決したい課題に対して妥当で

あるか。

25

実行可能性 業務実施体制や計画、予算が適切か。 25

継続性 助成終了後の計画（支援期間、出口戦略や工程等）が具体的かつ現実的か。 5

先駆性（革新性） 社会の新しい価値の創造、仕組みづくりに寄与するか。 5

波及効果
事業から得られた学びが組織や地域、分野を超えて社会課題の解決につながることが期待で

きるか。
5

連携と対話 多様な関係者との協働、事業の準備段階から終了後までの体系的な対話が想定されているか 5

SINKa事業としての整合性

(事業趣旨より)コロナ禍で影響を受けている子ども若者、困難を有する方の生活困窮、学習格差、社会的孤立に対して、

居場所・交流の場の提供、少人数化（多数回化）、食支援、オンライン学習支援・体験、コミュニティ構築を通じた人が

繋がる居場所と出番づくりを創出し、子ども若者等の孤立による負の連鎖を断ち切り、心の貧困の解消を目指す。（公募

説明会より）重点地域の設定。
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100

「福岡子ども若者、困窮者応援笑顔創造事業」採点表

審査員特記事項（審査にあたり、評価点、留意すべき点等ございましたらご記入ください）

項目 内容 配点

チャレンジ枠（採択団体とならない場合でも今後継続支援対象としたい、応援したいとお考えの団体に「〇」をご記入ください。）
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コロナ枠であることから「ガバナンス・コンプライアンス」「事業の妥当性」「実行可
能性」を重視。かつ資金分配団体として、地域課題の解決に資するという視点。



審査員選定について

（１）条件
①民間公益活動についての理解があること。
SB、社会的課題解決に取り組む実践者であること。

②各分野の専門家であること。
③コンプライアンス（利益相反）のおそれが無いと推定されること。

（２）審査員
・学識経験者
民間公益活動に係る審査経験も多数。

・金融機関関係団体理事
事業妥当性・継続性について。民間企業CSRにも知見。

・特定非営利活動法人理事
事業評価、組織評価について。

・民間企業CSR担当責任者
民間企業から見た事業計画の妥当性など。応援したくなる事業か。
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コンプライアンスもあり、選定は
非常に難しい。
当法人は九州・全国のネットワー
クから選定。



審査結果

（採択予定）
〇助成金額総額 30,000千円
〇採択予定団体数 3～5団体

（審査員から採択したいとされた内容）
〇助成金額総額 33,400千円
〇採択したい団体数 6団体

12団体のヒアリングを聞く。
申請団体の熱い志に触れる。
なんとかこの分野、団体にも分配したいとの意見多数。

（採択した内容）
〇助成金額総額 30,000千円
〇採択したい団体数 6団体

6団体の申請計画確認。
「事業実施期間を実際に合わせる」「予算執行上難しいものを除外」
などなどの調整を行う。
審査員に調整結果を示し、審査結果として確定。
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審査会

調整



審査等スケジュール

・2021年3月19日 契約
・4月 8日 公募についてHP公開
公募期間 4月19日～5月6日（18日間）

・4月14日 公募説明会（24団体31名参加）
4月21日 〃 （24団体25名参加）

・5月14日 一次審査ヒアリング
・5月17日 〃
・6月 4日 二次審査審査会（ヒアリング）

・6月14日 実行団体内定のお知らせ
・7月20日 福岡の明日を創る！子ども若者・

困窮者の居場所・出番をつくる
推進協議会の開催

・8月 3日 SINKaと実行団体の活動を紹介する
Facebookページ「九州ふくおかの
明日を創る！子ども若者・困窮者の
居場所・出番をつくる推進協議会」
立ち上げ

※審査会結果を受けて申請団体と調整
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